
地 上 に降 りた 「ヘ ン ・カイ ・パ ン」一 人 間学 の一視点一(3)

[巻頭言]

地 上 に降 りた 「ヘ ン ・カ イ ・パ ン」
一人間学の一視点一

石 神 豊

1

18世 紀 の 末,南 ドイ ッ,チ ュ ー ビ ンゲ ンの神 学 校 に学 ぶ 三人の友がい ま し

た。彼 らの名 は,(の ちの)詩 人 ヘ ル ダ ー リ ン,哲 学 者 ヘ ー ゲ ル そ して シ ェ リ

ング です。彼 らは古代 ギ リシアに憧 れる とい う点で0致 してい ま した。 昼 は ,

と もに ギ リ シ アの古 典 を読 み あ い,夕 には暮 れ ゆ く寄 宿 舎 の屋 上 で,遠 くか

の地 に想 い を馳 せ た の で した。そ う した彼 らに とって,「 ヘ ン ・カ イ ・パ ン

(henkaipan)」 とい う不 思 議 な言 葉 は,青 春 の揺 れ動 く心 を繋 ぎ止 め,同 時 に

互 い の友 情 の絆 をた しか め あ う合言葉 でもあ りま した。

「一 に して全」 とい う意味 のギ リシア語で ある,こ の 「ヘ ン ・カ イ ・パ ン」

とい う言 葉 は,あ らゆ る多 様 な現 象 を統 一・す る原理 であ り,ギ リシ アの 普 遍

的 ロ ゴス(論 理,理 性)の 思 想 を示 して い ます 。 そ して彼 らに とって,こ の言

葉 は また,祖 国 ドイ ツが い まや 陥 って い る ところの,政 治 的,精 神 的分 裂 を

救 う原 理 と も思 わ れ たのです。

詩人ヘルダー リンは歌 い ます。

「すべ て と合 して一つ となる,そ れ は神 の 生 活 で あ る。 そ れ は人間の天 国

である。

生 きとし生 け る ものすべ て と合 一 し,幸 い な る忘 我 の ま ま に 自然 の 一 切
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の中へ帰 りゆ く,そ れ は思索 と喜 び との 頂 上 で あ る。 それは聖 なる山上,

久 遠 の安 らい の所,そ こにあ って は真 昼 も暑気 を失 い,雷 鳴 は声 を収 め,

湧 き立 つ 海 は麦 畑 の穂 波 に ひ と しい」(rヒ ュペー リオ ン』渡辺格司訳,岩 波

文庫,2007)

す べ て を合 一 す る原 理,こ の普 遍 的 ロ ゴス を 求 め て若 き詩人 の魂 は どこま

で も高 く昇 ってい きます。そ の昇 りつ めた頂上 は,魂 が休 ま る永 遠 に平 穏 な

天 国 で した。 た ぐい まれ な繊細 な精神 の持 ち主であ ったヘ ルダー リンは,あ

ま りに も人 間 に近 づ きす ぎたが ゆえに罰 を受 けた天の プロメテウス とは反対

に,あ ま りに も天上 を恋 い こが れ たが ゆえ に幾 多の精神 的苦難 を受 け ざるを

えなかったプ シュケー だ といえ ます。 そ して,そ の受 苦 の 彼 岸 に,一 切 が安

ら ぐ楽 園 を夢 見 た のか も しれ ません。

しか し,天 上 的 統 一 は地 上 的分 裂 の 一 面 です。 この両者 は互 い を呼び求め

ます 。す なわ ち統一 は分裂 の裏返 しとい えるのです。 したが って,ヘ ル ダ0

リ ンに とって,そ の永 遠 に平 穏 な楽 園 はつ い に この世 の もの とは な らず,こ

の 世 にお け る分 裂 と と もに,薄 明 の うち に望 み 見 る ほ か な か った ように思 わ

れ ます。
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ヘ ル ダー リン と同 じ年齢で あったヘ ーゲル も,普 遍 的 ロ ゴス に強 くあ こが

れ ま した。ただ,の ち にベ ル リ ン大 学 総 長 まで務 め るにいたった彼 は,ヘ ル

ダー リ ンよ りは現 実 的 で した。成熟 したへ一ゲ ルに とって,そ の普 遍 的 ロ ゴ

ス は天 上 に と ど まる ものではな く,地 上 に展 開 され る もの で な けれ ば な りま

せ んで した。 ここにへ一ゲルの弁証 法が成立 します。それは個別か ら出発 し,

普 遍 へ とい た る道 で あ る と同 時 に,普 遍 が 個 別 へ と降 り来 る道 で もあ ったの

です。へ 一ゲルは 「ヘ ン ・カイ ・パ ン」 とい う普遍 的 ロゴス を,天 上 と地 上

とを結 ぶ もの(ヤ コブの梯子)と して と らえ よ う と した とい うことが で きます。

ヘーゲルは,『 精 神 現象 学 』(1807)の 序 文 で,す べ て を統 一 して し まう よ う
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やみ よ

な原理 を 「すべての牛を黒 くする闇夜」だ といいます。同 じ哲学の道 を歩む

友人シェリングは,こ の序文 を読み,か つての学友が 自分の哲学 を批判 した

言葉 と受け取 り,激 昂 したといわれます。

「すべての牛を黒 くする闇夜」 とは,個 々の ものがそれぞれの個性を失って

しまうような,無 差別な同一性 を意味 します。それは個別性 をすべて否定す

る悪 しき普遍的ロゴスの立場だ といえるで しょう。 シェリングはへ一ゲルの

批判 を自分に向けられたものと思い込んだのですが,じ つ はそうした悪 しき

普遍主義は,か つてのチュービンゲ ン時代の三人に共通 した夢想だったとも

いえます。つ まり,ヘ ーゲルの批判は,か つての自身に向けた 自己批判の言

葉でもあったのです。

こうした悪 しき普遍主義を告発 したへ一ゲルも,本 人 もそれ とはわか らな

いしかたで,や は りふたたび一種の悪 しき普遍主義にもどっていったように

みえます。その因は,地 上か ら天上への道が労苦をともなうものである とい

うこと,多 くの失敗 と逡巡をともな う経験 をへてこそ到達すべ きものである

ことを忘失 したところにあったのではないで しょうか。「絶対知」がこの世の

知恵でなくなるとき,そ れは天上 に移管されて しまいます。 また,そ こには

ヨーロッパ文明を深 く規定する天上的ロゴス としての形而上学,そ れ と結び

ついたキリス ト教的な三位一体思想があったということもたしかです。
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話は移 りますが,中 国には古 くか ら天の思想があ りました。「天」 とは超 自

然的な原理です。すべては天の意志の もとに天命(天 の命令)に よって地上の

ことが らは定められると考えられます。かつては天意を探 るために,亀 甲に

よる占いなどがさかんに用いられました。

こうした天道主義に対 し,む しろこの世のあ り方に目を向けるべ きだ とし

たのが孔子で した。 まだシャーマニズムが盛んな時代,非 合理なものが横行

し,そ れにより日常の生活が疎ん じられるならば,そ れは本末転倒ではない

だろうか と孔子は考えたのです。
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き う つか のたまわ あた

「季路,鬼 神 に事 え ん こ とを問 う。子 の 曰 く,未 だ人 に事 うる こ と能 わず,
よ き

いず くんぞ能 く鬼 に事 えん」

(弟子 の季路が神霊 に仕えることをおたつね した。先生はいわれた,「 人に仕 える

こともできないの に,ど うして神霊に仕 え られ よう」)(『論語』先進第十一,金 谷

治訳注,岩 波文庫,1966)

この 『論語』の一節は,孔 子が現実重視の立場から答えたものといえます。

「怪力乱神を語 らず」「鬼神 を敬 してこれを遠ざく」 とい う孔子の言葉 もまた,

現実,日 常世界からの孔子の発言です。

上の引用文では,鬼 神(神 霊,先 祖の霊魂)が 話題 となっていますが,同 じ

く,天 道がいかに大事であって も,し か しそれを直接皆が平等に知ることは

で きないのです。注意すべ きは,こ の理屈 を逆手にとって,わ れこそは天命

を受 けた者な りという人物がつ ぎつ ぎに現 われるおそれがあることです。そ

れは社会 をいたず らに混乱 させ るだけで しょう。そこで孔子 は,人 はいかな

る人でも,世 問(人 間)の 道理を求めてい くことで,高 みへ といたることがで

きる(「下学して上達す」)と主張 したのです。 この万人に納得で きる考えこそ,

孔子の唱えた人道主義でした。
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私 たち は 「人 間 とは何か」 と問い ます 。その とき,こ の 「人 間」 とい う言

葉 に よっ て,私 た ち はい った い何 を考 え よ う と しているので しょうか。18世

紀 イギ リス の詩 人 ア レキサ ンダ0・ ポ0プ は こ う記 して い ます 。

「汝 自身 を知 るが よい。神の謎 を解 くな どと思 いあが るな。人間の正 しい

研 究題 目は人間である」(『人間論』上田勤訳,岩 波文庫,1990)

ポープの指摘は,非 合理的な何 かを把握 しようとす るのでな く,人 間はま
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ず もって 自分 自身 につ いて納 得 しうる理解 を深 め るべ きだ とい うものです 。

またその ために理性 があ るのだ とい うのです。 カ ン トも,理 性 が 理性 の能 力

を超 え てi経 験 し えな い もの まで 認 識 で きる とす る理性 の越権 を強 く戒 め ま

した。

「人 間 とは何 か」 とい う問い は,こ の 自分 自身へ 向 け られ た問 い である とい

えます。具体 的,経 験 的 な個 々の あ りか た を離 れ て人間は ない とい うべ きで

し ょう。 しか し,こ の 問 い は さ らに そ う した 次元 を超 える もの を射程 に入 れ

て もい ます。 それ はフ ォイエ ルバ ッハが い う人間の類 的本質 を尋 ねて もいる

といえ ます。

人間の類 的本 質 とは,人 間が 人 問 で あ る とい え る本 質 を意味 します 。 しか

しそれが具体 的 な人 間を超 えた超越 的本質 であ るな らば,そ れ は もは や皆 が

納 得 す る もの で はあ りませ ん。

「ヘ ン ・カイ ・パ ン」 とい う原理 は,個(ヘ ン)と 全(パ ン)を 結 合 す る原 理

で す。 しか し,こ の原 理 が 天 上 の もの で あ るか ぎ り,そ れ は この世 界 の もの

で はあ りませ ん。 た とえば 「我即 宇宙」や 「梵 我一如」 とい うような表現 も,

な に か超 越 的 な真 理 を示 す とす るな らば,私 た ち の真 理 とは い え ない とい う

こ とにな ります。普遍的 ロ ゴスは天上 にあ るか ぎ り,す べ て の 人 の もの で は

な く,地 上の もの とな っ ては じめ て私 たちの もの とな ります。

20世 紀 後 半 の フ ラ ンスの 思 想 家 ジ ャ ック ・デ リダは,こ れ まで の ヨー ロ ッ

パ 思想 を一 括 して 「ロゴス中心 主義」 として批 判 の対象 と しま した。彼 は,

プ ラ トン以 来,ヨ ー ロ ッパ にお い て は,究 極 の真 理 が 恒 常 的 な 実体 と しての

普遍 的 ロゴス にあ った とし,こ の ヨー ロ ッパ 的 前提 を打 ち崩 して,解 体,再

構 築 を しよ う とす る脱構築(デ コンス トラクシ ョン)を 提 唱 して い ます 。

こ こに も,現 実 還 帰,個 別 性 へ の 回帰 が み られ ます 。 そ れは案外,東 洋 的

な ものへ の 回帰 とつ なが って くる ように思 われ ます。孔 了 の人道主義 にみ ら

れ る ように,東 洋 的 な,と くに 中 国 的 な もの の見 か た に は個別性 を重 ん じる

伝統 がある といって よいで しょう。
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創立者池田大作先生は,今 か らすでに30年 ほど前にな りますが,中 国北京

大学での講演(1980)の なかで,比 較思想的な視点か らつ ぎのように述べ られ

ています。

「ヨーロ ッパの場合,人 間 や 自然 を と らえ る際,ど う して も神 とい うプ リ

ズ ム を通 して見 て しま う。 その プリズム は,彼 らに とっ て は普 遍 的 か も

しれ ませ んが,歴 史 と伝 統 を異 にす る民 族 にそ の ま まあてはめ よう とし

て も,押 し付 け に しか す ぎ ませ ん。 結 果 は侵 略的,排 外 的 な植 民 地 主 義

が,神 のベ ー ル をか ぶ っ て横 行 して しまうのであ ります。 〈個別 を通 し

て普遍 を見 る〉とい う形で,私 が要 約 したs中 国 民 族 の伝 統 に は,明 ら

か に そ れ とは 違 っ た 人 間観,世 界 観 が は ら まれ て い る よ う に思 い ます」

(『創立者 の語 らい』記念講演編(1),創 価大学学生 自治会,1995)

講演では,「 天道,是 なのか非なのか」 と 『史記』で問 うた司馬遷の姿,ま

たあ くまで民衆の 目で社会の矛盾 を告発 した 『狂人 日記』や 『阿Q正 伝』の

魯迅の姿に,不 合理な制度や権威 と戦う中国人の人間主義が躍如 していると

述べ られています。そして,こ の講演を,中 国科学史の研究家 ジョゼフ ・ニ

ーダムの 「新 しい普遍主義」 という言葉を引かれ,「そのく新 しい普遍主義〉

の主役 こそ,新 たな民衆,庶 民群像でなければならないであ りましょう」 と

結ばれています。

この北京大学における創立者の講演は,こ れ までとくにヨーロッパ に根強

くあった悪 しき普遍主義 を超 える道を示 しています。すなわち〈個別を通 し

て普遍を見る〉というあ りかたにこそ,中 国の人間主義,民 衆主義があるの

だということです。

この講演か ら4年 後の同じく北京大学での講演で も,「天」の思想にふれつ

つ,こ う述べ られています。
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「私が注 目す るのは,〈 天 〉その ものよ りも,そ の間われ方であ りま

す。〈天〉が常に,人 間に即 して内在的に,内 発的に問われていったと

いうことであ ります。 これは前回の講演で も申しましたく個別を通 して

普遍を見 る〉生 き方ではないか と思 うのであ ります。そこにおいては,

人間の側か ら現実 をとおしてく天〉を問いかけ,そ して現実を再構成 し

ようとする不断の努力 と実践に重 きがおかれます」(同上)

この講演 に述べ られてい るように,〈 個 別 を通 して普 遍 を見 る 〉生 き方が,

不 断 の努 力 と実践 を必 要 とす る ものである とい うこ とは,た いへ ん大 切 な指

摘 の よ う に思 い ます。つ ま り,悪 し き普 遍 主義 へ と陥 らず,し か も普 遍 へ と

至 る道 は,こ の 人 間 的努 力 と労 苦 を除 い て はない と思 うか らです。

ここにこそ,人 間主 義 的 な普 遍 的 ロ ゴス の展 開が ある といえ,い い か えれ

ば,地 上 に降 りた っ た,つ ま り実践 的 な 「ヘ ン ・カ イ ・パ ン」 の原理 があ る

といって よい と思い ます。

(文学部長)


